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5
月
15
日
（
水
）、
西
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
平
成

31
年
度
第
38
回
西
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
開
催

し
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
、

女
性
部
長
な
ど
1
8
4
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
田
副
会
長
の
開
会
宣
言

に
続
き
、岡
田
会
長
よ
り「
少

子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
地
域

で
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い

る
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
は
今

後
さ
ら
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
経
験
と
知
識
を
生

か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い

吉
田
一
郎
氏
が
会
長
就
任

令
和
と
迎
え
た
新
体
制

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
倉
光
利
信
氏

（
金
武
）
を
議
長
に
選
出
し
、

平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、
平
成
31
年
度
の

事
業
計
画
（
案
）
と
収
支
予

算
（
案
）、
そ
し
て
役
員
の

改
選
の
議
案
が
す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
6
年
間
に
わ
た

り
会
長
職
を
務
め
ら
れ
た
岡

田
氏
か
ら
吉
田
氏
へ
会
長
の

バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
西
区
老

連
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と

伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
魅
力

的
な
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
弾
み

を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
総
務
部
会
）

議長
倉光　利信氏

※ この講演は福岡豊栄会病院の地域医療への貢献事業として
無償で行っていただきました。

骨粗鬆症を背景とした骨折について
～病気の予防と治療～
　健康講演会では、昨年に続き
福岡豊栄会病院のご協力をいた
だき、整形外科医長である髙橋
祐介氏よりお話をしていただきま
した。今回は、加齢とともに低下
する骨密度や、骨粗鬆症による
病気の予防法を学びました。

健康講演会

福岡豊栄会病院
髙橋　祐介氏

あいさつをする
吉田会長

平成31年度

総会開催
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5
月
15
日
（
水
）
に
開
催

し
た
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
に
て
、
岡
田
会
長
の

後
任
と
し
て
ご
指
名
さ
れ
ま

し
た
石
丸
校
区
の
吉
田
一
郎
で

す
。少
し
足
腰
の
調
子
が
悪
く
、

長
時
間
立
っ
た
り
、
歩
い
た
り

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
で
き
る

限
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

現
在
、
西
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
1
0
1
の
単
位

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数
は

5
0
0
0
名
を
切
っ
て
い
ま

す
。
会
員
一
人
ひ
と
り
の
考
え

方
は
異
な
り
、
ま
た
各
ク
ラ

ブ
の
活
動
内
容
も
校
区
に
よ

っ
て
多
種
多
様
で
す
が
、
基
本

は
規
約
通
り
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
精
神
に
沿
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
環
境
に
合
わ
せ
元

気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
西
区
老
連
の
ま

と
め
役
と
し
て
経
験
豊
富
な

執
行
部
の
皆
様
方
の
お
知
恵

を
拝
借
し
な
が
ら
、
任
期
ま

で
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
面
の
課
題
は
、
全
ク
ラ

ブ
共
通
で
あ
る「
会
員
の
減
少
」

と
「
役
員
の
な
り
手
が
少
な

い
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
有
効
な
対
策
と
し
て
は
、

あ
る
ク
ラ
ブ
で
も
実
施
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
一
定
の
年
齢

に
達
し
た
ら
自
動
的
に
老
人

ク
ラ
ブ
に
入
会
す
る
ル
ー
ル

を
作
る
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
の
対

策
で
は
、
会
員
数
を
維
持
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
自

ら
進
ん
で
入
会
し
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
長
年
活
動
に
参

加
し
、
ク
ラ
ブ
活
性
化
に
つ

な
が
る
か
が
疑
問
で
す
。
や

は
り
強
制
的
に
入
会
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
魅
力
を
感
じ
、
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
上
で
入
会
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
大
き
な
問
題
と

し
て
会
長
等
の
役
員
の
な
り

手
が
少
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
次
代
を
担
う
若

手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
早
い

段
階
か
ら
努
め
る
こ
と
が
必

須
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
で
は
会
員
増
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
方
と
手
を
携

え
な
が
ら
、
会
員
み
ん
な
で

仲
間
を
増
や
す
行
動
を
起
こ

し
ま
し
ょ
う
。

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
で

 
ク
ラ
ブ
さ
ら
に
活
性
化

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長　

吉
田　

一
郎

令和元年度 役員・専門部会名簿

会　長 吉田　一郎 石　丸

副会長
神園　興也 西　陵
大森　節子 愛宕浜

庶　務 関　　敏己 能　古
会　計 向田　良彦 今　津

監　事

山田　芳久 周船寺
古賀　興三 姪　浜
高岡　悦代 金　武

【 役 員 】

部会名 部会長名 副部会長名 部　員　名

総務部会 関　　敏巳
（能古）

倉光　利信
（金武）

日高　文子
（元岡）

野村　真潮
（愛宕浜）

教養
文化部会

山田　芳久
（周船寺）

田中　正彦
（愛宕）

大堂　眞圓
（姪北）

藤川　拓生
（壱岐南）

高岡　悦代
（金武）

健康部会 三島　新利
（西都）

中澤　憲三
（壱岐）

黒住ヤス子
（姪浜）

体育部会 古賀　興三
（姪浜）

篠嵜　　弘
（福重）

上原　　豊
（元岡）

三好　　均
（下山門）

上野 タミ子
（石丸）

伝承社会
奉仕部会

今西 小枝子
（玄洋）

向田　良彦
（今津）

宮川　一正
（玄界）

広報部会 栄 　カヨ子（壱岐東）
磯　　利雄

（内浜）
江口ハツヨ

（西都）

女性部会 大森　節子
（愛宕浜）

高岡   悦代
（金武）

黒住ヤス子
（姪浜）

上野タミ子
（石丸）

日高　文子
（元岡）

江口ハツヨ
（西都）

【 専 門 部 会 】

就
任
あ
い
さ
つ

　今年度もみんなで力を合わせて、西区老人クラ
ブ連合会を盛りあげてまいります。

当日参加された役員の皆さん
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　今日、我が国は少子高齢化の進行により本格的な人口減少
社会を迎えています。特に団塊の世代が全員後期高齢者とな
る6年後は「2025年問題」と言われており、社会保障の負担
が大きな課題となっています。
　また、核家族化の進行による高齢者の一人暮らしや夫婦世
帯が増え、さらには地域コミュニティの希薄化などにより地
域社会も大きく変容し、地域住民の結びつき、絆も弱まってき
ています。
　私たちの老人クラブも、高齢者の趣味の多様化や価値観の
相違、リーダーの後継者不足により、全国的に老人クラブの
会員、クラブ数は減少を続けています。
　このような状況ではありますが、地域を活動基盤とする老
人クラブは、永年にわたって培った高齢者の知識と経験を活
かし、健康で心豊かな地域社会の実現に、これまで以上にそ
の役割を果たすことが求められております。
　このため、西区老人クラブ連合会では「健康・友愛・奉仕」の
三大運動を活動の基本とし、福岡市老人クラブ連合会の「ふ
くふくクラブ福岡『会員増強運動』実施要綱」を踏まえ、本年
度も引き続き会員の拡大や会員に喜んでもらえる活動の展
開、また、新たなリーダーの養成に取り組み、支え合い・助け
合い活動の推進といきいきとしたシニアライフの実現を目指
してまいります。

平成 31 年度 事業計画 運 営 方 針

平成31年度は，次の取り組みを推進します。

１．魅力ある事業の実施と会員増強運動の推進
２．健康寿命を延ばす健康づくり、生きがいづくり、
　 仲間づくりの推進
３．友愛訪問や社会奉仕などの支え合い・助け合い活動の推進
４．地域団体や行政との連携の推進
５．ニセ電話詐欺被害０「ゼロ」運動の推進

新 ブ設 紹ク 介ラ
伊都の里 S クラブ
校　区 西　都 会　長 宮川　蓉子
設　立 　平成 31年 4月 1日
会員数 　33名（男性 14名、女性 19名）

◎社会奉仕活動
通学路の見守り、公園清掃、夏祭りの見守り など
◎教養レクリエーション
料理教室、染め物教室、伊都の里危険区域学習会 など
◎健康増進
地元散策ウォーキング、健康づくり楽しい体操、健康講座

活動方針

　私たちの住む伊都の里地区は、山の中腹に開発されたマン
ション2棟と戸建てが点在しています。
　私は、日本各地で災害が頻発する昨今、地域の皆さんとの絆
を強くし、協力し合って生活していく必要性が高くなっていると
強く感じていました。
　九州大学の移転に伴い、急速に人口
が増加し、分町が具体化されることに
なったため、このたび新しいクラブを
発足することになりました。今後も「健
康・友愛・奉仕」をモットーに元気に活動
してまいります。

老人クラブ育成功労者被表彰者（単位老人クラブ会長 : 全市 75 名）
NO 氏　名 校　区 クラブ
1 田中　正彦 愛　宕 第一豊寿会
2 磯　　 利雄 内　浜 小戸４丁目３区じー・ばー会
3 瀬戸　敏男 金　武 飯盛長寿会
4 松本　紘巳 元　岡 中町シニアクラブ

老人クラブ育成功労者被表彰者（地区（校区）女性部長 : 全市 12 名）
NO 氏　名 校　区 クラブ
1 高田　美子 内　浜 第四千羽鶴会

老人クラブ育成功労者被表彰者（福岡市老人クラブ連合会役員:全市9名）
NO 氏　名 在職年数 役職名
1 岡田　光生 6年 会　長

優良老人クラブ被表彰者（単位老人クラブ : 全市 30 クラブ）
NO クラブ 校　区 氏　名
1 下山門団地白寿会 下山門 合原 誠之助
2 友鶴会 周船寺 緒方　高治
3 田尻本村老人クラブ楽笑会 元　岡 吉田　　 清

福岡市老人クラブ連合会「地域活動賞」被表彰クラブ（全市6団体）
部　門 校区・老人クラブ名 会長氏名

ボランティア部門 元岡校区　石崎楽笑会 朱雀　静雄
ボランティア部門 周船寺校区　天寿会 山田　芳久

令和元年度

福岡市老人クラブ連合会　会長表彰

　5月23日（木）に開催された福岡市老人クラブ連合

会第46回通常総会にて以下の方が表彰されました。

元
気
に
活
動
中
!!
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月 日
曜

日
行　　事 場　　所 担当部会等

4
10 水 監事監査・役員会 西区役所

3 階Ｂ会議室 総務部会

24 水 役員会・運営委員会 西区役所
3 階Ａ会議室 総務部会

5

15 水 西区老人クラブ連合会
総会

西市民センター
ホール 総務部会

21 火 教養文化部会 西市民センター
3 階第 3 会議室 教養文化部会

23 木 （市）老人クラブ連合会
通常総会 福岡市民会館 市老ク連

24 金 広報部会 西区役所
3 階中会議室Ａ 広報部会

28 火 西区高齢者
囲碁・将棋大会

西市民センター
3 階第１・２会議室 教養文化部会

30 木 総務部会 西区役所
3 階 B 会議室 総務部会

6

4 火 校区女性部長会 西区役所
3 階Ａ会議室 女性部会

5 水 広報部会 西区役所
3 階中会議室Ａ 広報部会

13 木 役員会・運営委員会 西市民センター
4 階視聴覚室 総務部会

18 火 新任会長 
新任女性部長研修会

西市民センター
3 階第１・２会議室 総務部会

27 木 教養文化部会 西市民センター
4 階視聴覚室 教養文化部会

7

4
・
5

木

・

金

九州ブロック
リーダー研修会 北九州市 市老ク連

10 水 広報部会 西市民センター
3 階第 2 会議室 広報部会

18 木 西区高齢者演芸大会
（リハーサル）

西市民センター
ホール 教養文化部会

19 金 西区高齢者演芸大会 西市民センター
ホール 教養文化部会

25 木 （市）高齢者囲碁・
将棋大会

ふくふくプラザ
601・602研修室 市老ク連

8

2 金 体育・健康部会 西区役所
3 階Ａ会議室

体育・
健康部会

9 金 教養文化部会 西区役所
3 階Ａ会議室 教養文化部会

20 火 役員会・運営委員会 西区役所
3 階 B 会議室 総務部会

9

4 水 （市）高齢者
保健福祉大会 福岡市民会館 市老ク連

5 木 西区老人クラブ
リーダー研修会

西市民センター
ホール

総務部会 
女性部会

10 火 （市）健康づくり
リーダー研修会

ふくふくプラザ
501･ 軽運動室 市老ク連

12 木 パークゴルフ体験会 佐賀市富士町
神水川パークゴルフ場 体育部会

20 金 全国一斉「社会奉仕の日」 市内全域 市老ク連

月 日
曜

日
行　　事 場　　所 担当部会等

10

1 火 西区高齢者
グラウンド・ゴルフ大会 小戸公園

体育部会
予備日 10/2

3 木 （市）高齢者
ゲートボール大会 山王公園 市老ク連

予備日10/4

11 金 体育部会 西市民センター
４階視聴覚室 体育部会

16

～

20

水

～

日
（市）高齢者美術展 福岡市美術館 市老ク連

予備日22～ 27

16 水 女性部視察研修会 未　定 女性部会

18 金 役員会・運営委員会 西区役所
３階Ｂ会議室 総務部会

22 火 西区ウォーキング大会 今津運動公園 健康部会
予備日 10/23

30 水 （市）高齢者
グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園 市老ク連

予備日10/31

11

7 木 広報部会 西区役所
3 階Ａ会議室 広報部会

8

～

12

金

～

火

ねんりんピック
わかやま大会 和歌山県 市老ク連

13 水 西区シルバー
芸能自慢大会

西市民センター
ホール 教養文化部会

26
･
27

火

・

水
（市）全国老人クラブ大会 埼玉県 市老ク連

28 木 西区高齢者
ソフトダーツ大会 福岡市立西体育館 体育部会

12

3 火 伝承社会 ･ 健康 ･
女性運営委員会

西区役所
3 階Ａ会議室

伝承・健康・
女性部会

5 木 広報部会 西区役所
３階Ａ会議室 広報部会

11 水 （市）女性部研修会 ふくふくプラザ
プラザホール 市老ク連

12 木 役員会・運営委員会 西市民センター
3 階第 2 会議室 総務部会

1

14 火 広報部会 西区役所
3 階中会議室 A 広報部会

16 木 役員会・運営委員会 西区役所
3 階 B 会議室 総務部会

23 木 （市）リーダー養成
研修会

ふくふくプラザ
502･503研修室 市老ク連

2

4 火 （市）高齢者
ソフトダーツ大会 福岡市民体育館 市老ク連

18 火 総務部会 西区役所
3 階 B 会議室 総務部会

26 水 友愛訪問等説明会・
健康教室

西市民センター
ホール

伝承・
健康部会

3
12 木 役員会・運営委員会 西区役所

3 階 A 会議室 総務部会

中旬 老人福祉施設慰問 未　定 伝承・
女性部会

平成 31年度　月別行事予定

は福岡市老人クラブ連合会等の事業
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平成 31年度　一般会計収支予算
■収入の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減項 目
1. 会費 1. 会費 676,700 690,100 △ 13,400
2. 補助金 1,460,000 1,452,000 8,000

1. 運営費補助金 411,000 408,000 3,000
2. 事業費補助金 762,000 759,000 3,000
3. グラウンド・ゴルフ大会補助金 152,000 150,000 2,000
4. 友愛訪問事業補助金 135,000 135,000 0

3. 繰入金 1. シルバー芸能自慢大会費繰入金 40,000 40,000 0
4. 配分金 1. 老人クラブ保険等配分金 20,000 20,000 0
5. 繰越金 1. 繰越金 234,524 266,335 △ 31,811
6. 諸収入 120,776 120,565 211

1. 預金利子 776 565 211
2. その他の収入 120,000 120,000 0
収　入　合　計 2,552,000 2,589,000 △ 37,000

■支出の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減項 目
１. 総務費 550,000 590,000 △ 40,000

１. 総会費 100,000 100,000 0
２. 会議費 400,000 430,000 △ 30,000
３. 事務費 30,000 40,000 △ 10,000
４. 渉外費 20,000 20,000 0

２. 事業費 1,635,000 1,588,000 47,000
１. 研修費 185,000 217,000 △ 32,000
新任会長・女性部長研修 35,000 32,000 3,000
リーダー研修 100,000 85,000 15,000
女性部研修・視察研修 50,000 100,000 △ 50,000

２. 活動事業費 990,000 916,000 74,000
広報活動費 50,000 40,000 10,000
囲碁将棋大会 110,000 100,000 10,000
演芸大会・シルバー芸能大会 430,000 410,000 20,000
演芸大会 300,000 290,000 10,000
シルバー芸能自慢大会 130,000 120,000 10,000

健康づくり推進事業 90,000 70,000 20,000
健康スポーツ大会 310,000 296,000 14,000
パークゴルフ体験会 80,000 60,000 20,000
ウォーキング大会 90,000 100,000 △ 10,000
ソフトダーツ大会 140,000 136,000 4,000

３. グラウンド・ゴルフ大会費 310,000 305,000 5,000
４. 友愛訪問事業費 150,000 150,000 0

３. 負担金 322,000 326,000 △ 4,000
１. 市老連会費 202,000 206,000 △ 4,000
２. 市大会参加者補助金 120,000 120,000 0

４. 予備費 １. 予備費 45,000 85,000 △ 40,000
支　出　合　計 2,552,000 2,589,000 △ 37,000

平成 31年度　生きがいと健康づくり推進事業特別会計収支予算
■収入の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度
予算額

前年度
予算額 増　減項 目

１．受託料 542,680 542,680 0
１.生きがいと健康づくり推進事業受託料 439,000 439,000 0
２.老人いこいの家消耗品補充業務受託料 103,680 103,680 0

収　入　合　計 542,680 542,680 0

■支出の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度
予算額

前年度
予算額 増　減項 目

１. 生きがいと健康づくり推進事業費 439,000 439,000 0
１. 校区生き生き事業費 399,000 399,000 0
２. シルバー芸能自慢大会費 40,000 40,000 0

２. 老人いこいの家消耗品補充費 103,680 103,680 0
支　出　合　計 542,680 542,680 0

平成 31年度　ボランティア資金拠出金特別会計収支予算
■収入の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減
１. 繰越金 432,858 435,069 △ 2,211
２. 拠出金 810,000 810,000 0
３. 預金利子 142 931 △ 789
収　入　合　計 1,243,000 1,246,000 △ 3,000

■支出の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減
１. 拠出金配分金 526,000 526,000 0
２. 社会奉仕活動費 500,000 400,000 100,000
３. 予備費 217,000 320,000 △ 103,000
支　出　合　計 1,243,000 1,246,000 △ 3,000

九州医療センター
岡田副院長

友愛訪問事業等説明会・健康教室

　

2
月
22
日
（
金
）、
西
市
民
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
友
愛
訪

問
事
業
等
説
明
会
・
健
康
教
室

を
開
催
し
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
役

員
の
方
な
ど
2
7
1
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
福
岡
県
西
警
察

署
の
交
通
管
理
官
の
原
野
氏
な

ら
び
に
生
活
安
全
課
の
加
藤
係

長
か
ら
高
齢
者
の
交
通
安
全
・

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

健
康
教
室
で
は
、
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
九
州
医
療

セ
ン
タ
ー
副
院
長
の
岡
田
氏
か

ら
「
脳
梗
塞
の
症
状
と
予
防
」

と
題
し
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

 

健
康
長
寿
は
私
た
ち
の
願
い
で

す
。
今
回
は
「
寝
た
き
り
」
の
原

因
に
も
な
る
脳
梗
塞
の
予
防
法

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

予
防
に
は
日
頃
か
ら
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
不
整
脈
、
喫
煙
、
飲
酒
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
塩
分
・
脂
肪

の
と
り
す
ぎ
、
肥
満
な
ど
に
気
を

つ
け
、
適
度
な
運
動
を
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
薬
を
勝

手
に
や
め
ず
医
師
に
相
談
す
る

こ
と
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
か
ら
で

き
る
こ
と
を
始
め
て
健
康
維
持

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
部
会
・
伝
承
社
会
奉
仕
部
会
）

脳梗塞を予防し
　めざせ健康長寿
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2
月
1
日
（
金
）、
福
岡

市
民
体
育
館
で
第
8
回
福
岡

市
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
選
手

1
4
0
名
で
「
カ
ウ
ン
ト

･
ア
ッ
プ
」
と
「
ア
ン
ダ
ー

･
ザ
･
ハ
ッ
ト
」
の
2
種

　

5
月
28
日
（
火
）、

第
37
回
西
区
高
齢

者
囲
碁
・
将
棋
大

会
を
西
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
囲
碁

最高齢者賞
将棋の部

　

将
棋
は
17
歳
の
頃
か
ら

や
っ
て
い
ま
す
。将
棋
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、当
時
の

先
輩
で
す
。先
輩
か
ら「
世

の
中
に
は
面
白
い
も
の
が

あ
る
」と
将
棋
の
面
白
さ

を
教
え
て
も
ら
い
、約
70

年
間
熱
中
し
て
い
ま
す
。

89歳
長友忠昭さん
（壱岐東）

囲碁の部
　

囲
碁
は
旧
制
中
学
校
4

年
生
の
頃
か
ら
続
け
て
い

ま
す
。囲
碁
の
魅
力
は
対

局
相
手
の
人
間
性
が
見
え

る
こ
と
で
す
。囲
碁
で
2

人
の
世
界
に
入
り
込
み
、

相
手
の
人
間
性
を
感
じ
な

が
ら
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

87歳
後藤幸雄さん
（姪　北）

目
で
競
技
を
行
い
、
西
区
大

会
の
上
位
入
賞
者
19
名
が
出

場
し
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
の

部
で
は
、上
位
10
名
の
う
ち
、

第
4
位
に
壱
岐
南
校
区
の
和

田
栄
子
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
15
台
の
ボ
ー

ド
ご
と
に
競
う
ア
ン
ダ
ー

･
ザ
･
ハ
ッ
ト
の
部
で
は
、

第
15
ボ
ー
ド
で
周
船
寺
校
区

の
深
澤
節
子
さ
ん
が
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ

プ
の
3
位
、
4
位
、
6
位
、

そ
し
て
ア
ン
ダ
ー
･
ザ
･

ハ
ッ
ト
の
ボ
ー
ド
優
勝
は
15

名
中
、4
名
が
女
性
で
し
た
。

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
、
誰

で
も
気
軽
に
で
き

楽
し
い
だ
け
で
な

く
、
点
数
を
暗
算

す
る
競
技
な
の
で

頭
の
運
動
に
も
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ダ
ー
ツ
で

健
康
づ
く
り
を
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

静
寂
の
な
か
響
く
勝
利
の
一
手

の
部
37
名
、
将
棋
の
部
29
名

の
計
66
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
段

位
の
部
と
級
位
の
部
に
分
か

れ
て
対
局
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
開
会
式
に
お

い
て
、
来
賓
の
西
区
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
園
田
紀
子

所
長
よ
り
「
老
若
男
女
楽
し

め
る
囲
碁
と
将
棋
で
、
幅
広

い
世
代
と
の
絆
を
強
く
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

大会結果
将棋の部

優勝者 氏　名
段位の部 宗　　仁紀
級位の部 井出　賢二

準優勝者 氏　名
段位の部 富永　定伺
級位の部 中富　　勲

囲碁の部
優勝者 氏　名

五段以上の部 吉富　　安
三・四段の部 荒川　芳明
初・二段の部 林　　健二
級位の部 前田　正彦

（敬称略）

第 37 回
西区高齢者囲碁・将棋大会

　

対
局
が
始
ま
る
と
、
和
や

か
な
雰
囲
気
が
一
変
し
、
出

場
者
の
皆
さ
ん
は
真
剣
な

表
情
で
、
相
手
の
一
手
を
読

み
な
が
ら
真
剣
勝
負
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
決
勝
戦
に

進
む
に
つ
れ
、
会
場
内
は
独

特
な
緊
張
感
が
漂
い
、
対
局

を
見
守
る
皆
さ
ん
も
ど
ち

ら
が
勝
利
の
一
手
を
出
す

か
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
り

ま
し
た
。

　

囲
碁
の
部
で
は
、
す
べ
て

の
パ
ー
ト
で
優
勝
者
が
4

戦
全
勝
し
、
首
位
を
堅
持
し

ま
し
た
。
ま
た
将
棋
で
は
、

段
位
の
部
で
全
勝
す
る
方

が
お
ら
ず
、
4
勝
し
た
4
名

の
う
ち
全
点
を
17
点
獲
得

し
た
宗
仁
紀
さ
ん
が
優
勝
、

級
位
の
部
で
は
、
5
勝
し
た

井
出
賢
二
さ
ん
が
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

アンダー･ザ･ハット
深澤節子さんが優勝

（周船寺）

第 8回福岡市高齢者ソフトダーツ大会

日頃の集中力を発揮
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介
紹
動
活
区
校

金 武
校区

90
歳
も
元
気
に
ス
イ
ン
グ

　

81
名
が
熱
戦
Ｇ
Ｇ
大
会

�
連
合
会
会
長
　
倉
光
　
利
信

　

金
武
校
区
は
西
区
の
南
端

に
位
置
し
、
早
良
区
と
の
境

界
に
流
れ
る
室
見
川
に
接
し

て
お
り
ま
す
。

　

金
武
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
7
単
位
ク
ラ
ブ
、

会
員
数
3
7
2
名
の
組
織
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
年
間
を

通
じ
て
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
活
動
を
幅
広
く
行
っ
て
い

ま
す
。

　

中
で
も
会
員
の
健
康
づ
く

　

我
が
内
浜
校
区
で
は
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
会
員
1
9
0
名
で
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
代
表
し
て
2
つ
の
活
動

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

り
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

は
毎
回
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
す
。

　

昨
年
は
5
月
29
日
（
火
）、

室
見
が
丘
中
央
公
園
に
て
行

い
、
校
区
の
最
高
齢
会
員
で

あ
る
大
賀
冨
雄
氏
（
90
）

を
含
め
81
名
が
元
気
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
西
区
大
会
の

予
選
会
を
兼
ね
て
2
パ

ー
ト
に
分
か
れ
熱
戦
を

展
開
。
皆
さ
ん
ボ
ー
ル
の

行
方
に
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
も
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
1
回
戦
終
了

後
に
雨
が
降
り
出
し
、
残

念
な
が
ら
途
中
で
試
合

を
中
止
し
、
各
集
会
所
等

で
交
流
会
を
行
い
、
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

内 浜
校区

連合会会長　青柳　憲保

一般の方も参加
笑顔広がる演芸大会

瀬戸敏男氏による選手宣誓

　

6
月
10
日
（
日
）、
第
40
回

校
区
親
睦
演
芸
大
会
を
福
岡

市
姪
浜
ポ
ン
プ
場
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
52
名
、
未
加
入
高
齢
者
6

名
、
そ
の
他
20
名
の
総
勢
78

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
舞
台

で
は
38
組
の
芸
達
者
た
ち
が

コ
ー
ラ
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

は
じ
め
、
野
和
太
鼓
ジ
ュ
ニ

親
睦
演
芸
大
会

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

ア
に
よ
る
太
鼓
演
奏
を
披
露

し
、
来
場
者
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
（
木
）、
校
区
ソ

フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
内
浜
公

民
館
ホ
ー
ル
に
て
行
い
、
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
36
名
、
未
加

入
高
齢
者
5
名
、
そ
の
他
5

名
の
総
勢
46
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
集
中
し
て
矢
を
投
げ
、

命
中
し
た
時
の
爽
快
感
は
た

ま
り
ま
せ
ん
。
得
点
を
暗
算

す
る
た
め
、
頭
の
体
操
に
も

な
る
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
各
行
事
に

は
地
域
に
住
む
一
般
の
高
齢

者
の
方
を
お
誘
い
し
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
会
員

増
強
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。
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愛
宕
浜
校
区　

マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
会

地
域
活
動
は

人
の
た
め
で
は
な
く
自
分
の
た
め
に
…

�

会
長
　
麻
生
　
昭
雄

　

愛
宕
浜
校
区
（
愛
称
：
マ

リ
ナ
タ
ウ
ン
）
は
、
平
成
元

年
に
立
ち
あ
が
っ
た
町
で
新

し
い
住
民
と
漁
業
の
町
、
姪

浜
の
住
民
と
の
コ
ラ
ボ
的
な

町
並
み
で
す
。

　

校
区
内
に
は
愛
宕
浜
幼
稚

園
、
愛
宕
浜
小
学
校
、
姪
浜

中
学
校
、
福
岡
女
子
高
等
学

校
が
あ
り
、
老
若
男
女
が
行

き
交
う
活
気
の
あ
る
校
区
で

す
。
ま
た
、
近
隣
に
は
日
本

三
大
神
社
（
東
京
都
港
区
、

京
都
市
右
京
区
、
福
岡
市
西

区
）
の
ひ
と
つ
で
あ
る
愛
宕

神
社
、
マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
海
浜

公
園
が
隣
接
し
、
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
の
マ
リ
ノ
ア
シ
テ
ィ
福

岡
や
イ
オ
ン
マ
リ
ナ
タ
ウ
ン

店
な
ど
の
大
型
商
業
施
設
も

あ
り
ま
す
。
自
然
と
都
会
的

な
町
並
み
が
共
存
し
た
日
常

生
活
に
便
利
な
校
区
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
住
環
境
に
恵

ま
れ
、
平
成
8
年
4
月
に
結

成
し
た
「
マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
シ

ニ
ア
会
」
は
現
在
、
会
員
46

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
校
区
老
ク
連

主
催
の
上
期
・
下
期
に
開
催

さ
れ
る
4
大
イ
ベ
ン
ト
（
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ

ト
ダ
ー
ツ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

介
護
予
防
教
室
の
健
康
編
と

栄
養
編
）
へ
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
会
独
自
で
は
、
毎

月
2
回
、
真
冬
の
1
月
と
2

月
、
真
夏
の
7
月
と
8
月
に

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
を
、
そ
の
他

の
月
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
見
学
を
し

て
見
聞
を
広
め
る
た
め
、
年

1
回
の
バ
ス
ハ
イ
ク
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
と

し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

（
2
0
1
5
年
）
さ
れ
た
大
牟

田
市
の
三
池
炭
鉱
宮
原
坑
跡

や
三
池
港
等
の
見
学
に
行
き

ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
他
、
健
康
教
室
・

交
通
安
全
教
室
・
特
殊
詐
欺

防
止
教
室
を
適
宜
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

奉
仕
活
動
と
し
て
は
、
会

員
の
有
志
の
方
々
に
よ
り
地

域
活
動
と
し
て
は
小
中
高
生

の
登
下
校
時
に
青
パ
ト
に
よ

る
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ

め
、
町
内
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
除
草
・
施
肥
・
土
入
れ
・

剪
定
・
花
苗
植
付
け
お
よ
び

散
水
な
ど
を
し
て
環
境
の
美

化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
活
動
を
行
い
参
加

す
る
こ
と
は
、
会
員
の
健
康

寿
命
を
延
ば
す
の
に
も
効
果

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
結

果
的
に
は
、
私
に
と
っ
て
も

脳
ト
レ
と
な
り
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
い
い
機
会
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
と
思
い
な
が

ら
、
シ
ニ
ア
会
活
動
の
紹
介

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

世界遺産の三池港を訪れ大満足

◆
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

三
池
炭
鉱
宮
原
坑
跡

　

明
治
22
年
に
三
池
炭
鉱

は
明
治
政
府
か
ら
三
井
に

払
い
下
げ
ら
れ
、
そ
し
て

三
池
炭
鉱
に
お
い
て
三
井

独
自
に
計
画
さ
れ
た
坑
口

が
宮
原
坑
で
し
た
。

　

明
治
31
年
に
第
一
竪
坑
、

同
じ
く
34
年
に
第
二
竪
坑

が
完
成
し
ま
し
た
。
石
炭

は
、
深
さ
約
1
6
0
㍍
の

竪
坑
か
ら
掘
り
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

宮
原
坑
で
は
、
三
池
集

治
監
（
今
の
刑
務
所
）
に

収
監
さ
れ
て
い
た
囚
人
た

ち
が
採
炭
作
業
に
従
事
し
、

そ
の
厳
し
い
労
働
か
ら
別

名
「
修
羅
坑
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
第

二
竪
坑
の
施
設
し

か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
煉
瓦
の
巻

上
機
室
や
鋼
製
の

櫓や
ぐ
らが

当
時
の
様
子

を
偲
ば
せ
て
い
ま

す
。
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皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
7
月

の
こ
と
を
考
え
て
テ
ー
マ
を
秋

野
菜
に
し
ま
し
た
。

　

秋
野
菜
は
一
言
で
言
う
と
害

虫
と
の
戦
い
で
す
。
主
に
ア
ブ

ラ
ナ
科
の
葉
を
食
い
散
ら
か
す

青
虫（
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
）

や
大
根
や
白
菜
等
の
幼
葉
を
穴

だ
ら
け
に
す
る
ダ
イ
コ
ン
ハ
ム

シ
等
を
退
治
す
る
の
は
大
変
で

す
。
自
分
が
食
べ
る
野
菜
だ
し
、

楽
し
み
で
作
る
野
菜
で
す
か
ら

で
き
る
だ
け
農
薬
は
避
け
、
自

家
製
の
自
然
液
（
ト
ウ
ガ
ラ
シ

エ
キ
ス
、
ニ
ン
ニ
ク
エ
キ
ス
）
の

散
布
や
防
虫
ネ
ッ
ト
等
を
使
い

ま
す
が
効
果
は
今
一
つ
で
す
。

　

最
大
の
対
策
は
、
害
虫
を
見

つ
け
た
と
き
に
残
ら
ず
捕
殺
す

る
こ
と
で
す
。
従
っ
て
皆
さ
ん

の
作
り
方
と
違
う
点
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
下
さ

い
。

①
直
ま
き
と
育
苗
ポ
ッ
ト
と
苗
床

短
期
間
で
育
つ
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
葉
菜
類
や

移
植
し
な
い
大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
等

の
根
菜
類
は
畑
に
直
ま
き
し
ま

す
。
ま
た
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
等

は
生
育
期
間
が
長
く
、
水
や
り
が

あ
る
の
で
育
苗
ポ
ッ
ト
を
使
い
ま

す
。
育
苗
ポ
ッ
ト
に
使
用
す
る
土

は
市
販
の
安
い
土
を
使
い
、
追
肥

と
し
て
薄
め
た
液
体
肥
料
を
施
し

ま
す
。
育
苗
ポ
ッ
ト
は
共
同
農
園

や
狭
い
畑
等
で
は
有
効
利
用
が
で

き
て
、
多
く
の
野
菜
が
作
れ
ま
す
。

し
か
し
忙
し
い
方
や
植
え
る
苗
の

少
な
い
方
は
購
入
苗
が
良
い
で
し

ょ
う
。

　

玉
ね
ぎ
は
畑
の
混
み
具
合
で

自
分
の
好
き
な
時
に
植
え
ら
れ

る
苗
床
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

➁  

元
肥
と
す
き
込
み

　

元
肥
は
種
ま
き
や
苗
を
植
え

る
前
の
肥
料
で
苦
土
石
灰
散
布

し
、
7
日
程
度
経
過
し
て
か
ら

堆
肥
、
乾
燥
鶏
糞
、
乾
燥
牛
糞
、

油
粕
，
米
糠
、
も
み
殻
等
の
有

機
質
肥
料
を
施
し
ま
す
。
畝
は

鍬
や
ス
コ
ッ
プ
あ
る
い
は
耕
運

機
を
使
っ
て
土
の
中
に
元
肥
を

す
き
込
み
、
微
生
物
の
住
む
土

壌
に
し
ま
す
。

③ 

定
植
と
追
肥
と
害
虫
対
策

　

定
植
と
は
購
入
苗
や
育
苗
し

た
苗
を
畑
に
移
植
す
る
こ
と
で
、

畝
の
す
き
込
み
を
定
植
の
10
日

ほ
ど
前
に
終
わ
ら
せ
、
先
々
の

草
取
り
や
土
壌
の
保
温
を
考
え

て
畝
に
マ
ル
チ
フ
イ
ル
ム
を
貼

り
ま
す
。

　

追
肥
は
野
菜
の
生
育
途
中
で

や
る
肥
料
で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

や
キ
ャ
ベ
ツ
等
に
は
速
効
性
の

あ
る
化
成
肥 

料
と
油
粕
を
混
ぜ
、

20
日
間
程
度
の
ペ
ー
ス
で
施
肥

し
ま
す
が
、
野
菜
の
茎
や
葉
の

状
態
（
育
ち
具
合
、
色
）
を
観

察
し
な
が
ら
追
肥
を
す
る
と
、

大
き
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ

ベ
ツ
の
収
穫
が
正
月
に
は
期
待

で
き
ま
す
。

（
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

副
会
長　

神
園　

興
也
）

西部高齢者農園の

野 菜 づ く り

体 験

秋野菜
第3回

老人クラブ会員向け保険のご案内

クラブ活動も、日常生活も
備えて安心の毎日を！

　全国老人クラブ連合会では、会員の方向けに
3つの保険をご案内しております。
　クラブ活動中のケガのみならず、日常生活で
のケガも補償の範囲になっております（傷害保
険24時間型。傷害保険活動型は、活動中のケ
ガのみの補償です）。
　また、他人にケガをさせてしまった時などの
賠償責任保険もあります
（単位クラブ全会員加入が
条件）。
　万一に備え、会員みん
なで、そしてクラブでぜ
ひ加入しましょう。
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《情勢全般》
◎ 前年と比較して認知件数、被害額ともに減少
したものの、いまだ高水準で推移

◎ 警察官や百貨店保安員等をかたるキャッシュ
カード受取型の被害が増加

◎ 電子マネー型の被害が増加

◎ 還付金等詐欺が大幅に減少

【平成 30 年度 福岡県内ニセ電話詐欺認知状況】

認知件数 359件（前年比 -238 件・40％減少）

被害額　 6億6,745万円
（前年比 -4 億 7,518 万円・42％減少）

デパート従業員をかたる人物から電話があり…

《ケース１》
「あなたにクレジットカードで買い物を頼まれたという女性がいるが事実ですか」
「銀行協会に電話してカードを止めないといけない」

「引き落としを止めないといけないのでキャッシュカードの暗証番号を教えてほしい」

《ケース 2》
「あなたのカードを不正に使おうとした女性を確保したがトイレに行くと逃げられてし
まった」
「銀行協会に電話してカードを止めないといけない」
「あなたの口座はすでに 10万円以上も使われている」
「銀行口座と残高を教えてください」

「キャッシュカードの暗証番号を教えてほしい」

手  口

　絶対に他人にはキャッシュカードを渡さず、暗証番号を教え
ないようにしてください。警察官であっても暗証番号をお聞き
することは絶対にありません！

　ニセ電話詐欺の被害者の多くは、ある程度の
知識はあっても「自分が被害に遭うと思ってい
なかった」「手口が巧妙」などで被害に遭ってい
ます。また急な身内のトラブル等を告げるニセ
電話によって、緊張感や時間的切迫感等のスト
レスから冷静さを失いだまされているケースが
多いです。皆さんもぜひ実際に発生している手
口を把握し、防犯意識を高めましょう。

西警察署 092-805-6110「電話」で「お金」はすぐ相談!

ぜひ、ご近所やクラブ内でも上記の手口について情報を共有しましょう

特 集
ちょっと待って！
それって かも！？ニセ電話詐欺

西区でデパート従業員をかたる電話（通称：アポ電）が多発！
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年
寄
り
の
戯
言

 

わ
が
会
も
公
園
掃
除
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

病
院
も
年
寄
り
多
く
繁
盛
し

お
年
寄
り
毎
日
歩
き
体
力
増
進

 

壱
岐
校
区
　
西
の
丘
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
　
三
ヶ
尻
　
博
司

短
　
歌

川
土
手
の
桜
満
開
池
田
川
人
そ
れ
ぞ
れ
の
声
の
聞
え
る

 

今
津
校
区
　
今
津
第
三
松
寿
会
　
相
田
　
絹
代

夕
ぐ
れ
は
星
の
あ
ま
た
が
光
り
増
す
織
り
姫
い
づ
こ
今
日
は
七
夕

 

愛
宕
浜
校
区
　
虹
の
会
　
野
田
　
敏
勝

諦
め
て
居
た
る
失
せ
も
の
ひ
ょ
っ
こ
り
と
思
ひ
も
か
け
ぬ
処
よ
り
出
づ

 

姪
浜
校
区
　
新
寿
会
　
片
山
　
悦
子 

俳
　
句

筆
ま
め
な
友
便
な
く
花
は
葉
に

 

壱
岐
南
校
区
　
野
方
福
寿
会
　
的
野
　
し
づ
子

月
見
草
咲
く
浜
の
径
子
と
駆
け
る

 

愛
宕
浜
校
区
　
マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
会
　
江
副
　
史
子

 

触
れ
合
は
ぬ
「
心
」
の
文
字
よ
風
涼
し

 

愛
宕
浜
校
区
　
マ
リ
ナ
会
　
古
賀
　
た
み
ゑ

展示会作品募集中！自慢の作品を披露してみませんか？

◆部門： （1）絵画：洋画、日本画（水墨画含む）
（2）書　（3）写真　（4）工芸

◆対象：15歳以上（中学生は除く）
◆募集期間：9月2日（月）～9月30日（月）　必着
◆展示：11月13日（水）～11月17日（日）
　　　  西市民センター内

【申込み方法】
　西区役所、西部出張所、西市民センター、公民館で配布、
もしくは区ホームページからダウンロードした申込書を
〒819-8501  住所不要 西区役所企画振興課まで提出し
てください。
◎作品の搬入・搬出は、申込受付後にお知らせします。

西区役所企画振興課
（TEL 092-895-7033・FAX 092-885-0467）
お問合せ先

〒 810-0062
福岡市中央区荒戸 3丁目 3番 39号　
市民福祉プラザ内福岡市老人クラブ連合会事務局
（TEL 092-713-1340・FAX 092-713-0157）

《宛　先》

◆部門： （1）洋画 （2）日本画 （3）書 （4）写真 （5）工芸
◆対象：市内居住の60歳以上のアマチュア
◆募集期間：8月15日（木）～9月15日（日)　当日消印有効
◆展示：10月16日（水）～10月20日（日）福岡市美術館

【申込み方法】
「往復はがき」に下記の事項を楷書でご記入ください。
①氏名（ふりがな） ②年齢 ③住所 ④電話番号 ⑤所属老人
クラブ名 ⑥出品部門名 ⑦作品の題名（ふりがな）
◎作品搬入　10月15日（火）午前10時30分～11時30分
◎作品搬出　10月20日（日）午後5時30分～6時30分

《第49回福岡市高齢者美術展》《第32回西区市民美術展》 《第49回福岡市高齢者美術展》《第49回福岡市高齢者美術展》

応募
方法

★必ず校区名、クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記ください
★短歌・俳句・川柳は一人各2首、2句までとします

皆さんの作品を紙面に掲載してみませんか！

〒 819-8501 西区内浜 1-4-1 西区役所 3階

西区老人クラブ連合会 事務局
TEL 092-895-7107
FAX 092-881-5874

『西区老ク連だより』
文芸作品募集

短 歌 俳 句 川 柳
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■「西区老ク連だより」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

西 区 老 ク 連 だ よ り

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

 

皆
様
方
へ

福
岡
市

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

こ
の
度
は
、
西
区
老
ク
連
だ
よ

り
へ
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

本
紙
は
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
願
っ
て
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
、
ご
厚
誼

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
て

い
ま
す
。
高
齢
者
に
は
堪
え
ま
す
。

　
「
西
区
老
ク
連
だ
よ
り
第
70
号
」

の
広
報
紙
制
作
に
あ
た
り
、
今
回

も
多
く
の
方
に
原
稿
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
会
員
減
、

役
員
の
な
り
手
不
足
、
解
散
と
暗
い

話
が
多
い
で
す
。
こ
れ
を
反
面
教
師

に
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
再
結
成
か

ら
活
性
化
へ
の
飛
躍
の
記
事
や
、
そ

し
て
長
い
年
月
の
機
関
誌
発
行
が

交
流
を
育
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
得
た
活
動
は
今
ま
で
と
は
違

う
側
面
に
気
づ
き
ま
し
た
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
今
を
悩
み
、
苦
慮
し
て
い
る

者
に
は
一
灯
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
仲
間
に
読
ま
れ
な
い
、
活
動
に

生
か
さ
れ
な
い
機
関
誌
は
寂
し
い

で
す
。
艱
難
辛
苦
を
理
解
し
、
生
か

す
活
動
に
導
く
の
も
読
み
手
で
す
。

広
報
部
は
書
き
手
の
達
成
感
と
満

足
感
を
ど
の
よ
う
に
届
け
る
か
だ

と
思
い
ま
す
。
読
む
人
に
元
気
を
与

え
る
紙
面
に
し
た
い
も
の
で
す
。
次

号
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

副
会
長　

神
園　

興
也
）

踊りや歌で会場がひとつにやや歌歌でで会会場場場ががががががががひひとと
心満たす楽しいひととき

老 人 福 祉 施 設 慰 問
　

3
月
19
日
（
火
）、
恒
例

の
老
人
福
祉
施
設
慰
問
を
行

い
、
前
回
に
続
き
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
愛
信
園
」
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
入
所
者
の
方
が

多
数
集
ま
り
、
女
性
部
会
を

含
む
70
名
が
参
加
し
、
7
つ

の
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
演
芸

大
会
の
上
位
入
賞
チ
ー
ム
の

堂
々
と
し
た
踊
り
を
は
じ
め
、

女
性
部
会
に
よ
る
ロ
コ
モ
体

操
が
行
わ
れ
、
最
後
は
慰
問

団
全
員
参
加
に
よ
る
炭
坑
節

を
踊
り
ま
し
た
。

次
々
飛
び
出
す
演
目
の

数
々
に
、
入
所
者
の
皆
さ
ん

も
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
身
体

を
揺
ら
し
た
り
、
手
拍
子
を

し
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

帰
る
際
に
は
、
次
回
も
再

会
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
会

員
と
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
固

い
握
手
を
交
わ
す
場
面
も
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
西
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
、
今

後
も
友
愛
交
流
の
機
会
を
作

り
、
笑
顔
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今回参加した
会員の感想を紹介します

再会を待ちわびて

　友人に誘われて参加しまし
たが、みんなで何かをやり遂
げることは楽しいですね。普
段は家事で忙しいですが、時
にはこんな経験をすることも
いい刺激になります。

参加者の声 仲間との
ふれあいを大切に

最後はみんなで炭坑節

ロ
コ
モ
体
操
で
若
々
し
く


